
受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
令和６年度八街市・八街市教育委員会定例表彰式令和６年度八街市・八街市教育委員会定例表彰式

　２月２日㈰、中央公民館で市政の発展に尽力された方々、およびそれぞれの活躍により八街市
の名声を高められた方々をたたえる令和６年度八街市・八街市教育委員会定例表彰式が行われ、
今年度は功績が顕著な46人と６団体に、市または教育委員会から表彰状と記念品が贈られました。
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人口の動き　２月１日現在　人口 66,570 人（前月比 − 61 人）　男 34,259 人 女 32,311 人 世帯数 33,383 世帯
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